
今
回
は
、
前
回
紹
介

し
た
飯
田
に
関
係
す
る

『
も
く
ろ
く
』
三
冊
の

中
身
を
概
観
し
て
み
よ

う
。
総
じ
て
、
売
り
立

て
品
の
多
く
は
軸
装
の

日
本
画
で
あ
る
。
そ
れ

も
、
極
く
著
名
な
中
央

の
古
美
術
名
家
の
作
品

が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
作
品
の

真
贋
や
価
値
が
気
に
な

る
が
、
東
京
美
術
倶
楽

部
も
関
与
し
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
私
見
を
加
え

ず
、
同
誌
掲
載
の
通
り

と
す
る
。

ま
ず
昭
和
二
年
目
録

で
あ
る
。
こ
こ
で
目
立

つ
の
は
、
豪
華
な
双
幅

（
対
幅
。
二
幅
が
一
対

の
掛
け
物
）
や
三
幅
対

（
三
幅
が
一
対
の
掛
け

物
）
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
更
に
は
四
幅
対
も

あ
る
。
き
っ
と
、
格
式

の
あ
る
大
き
な
床
の
間

に
飾
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

そ
う
し
た
作
品
の
著

名
作
家
を
挙
げ
れ
ば
、

狩
野
派
中
興
の
祖
狩
野

探
幽
、
土
佐
派
を
再
興

し
た
土
佐
光
起
、
江
戸

中
期
の
文
人
画
家
池
大

雅
、
江
戸
南
画
を
大
成

し
た
谷
文
晁
、
江
戸
琳

派
を
確
立
し
た
酒
井
抱

一
等
で
あ
る
。

り
ゅ
う

り
き
ょ
う

他
に
柳
里
恭
（
柳
澤

淇
園
）
・
与
謝
蕪
村
・

し
ょ
う

は
く

が
ん

く

曽
我
蕭
白
・
岸
駒
・
松

村
景
文
・
山
本
梅
逸
・

あ
い
が
い

岡
本
豊
彦
・
高
久
靄
�

と
つ
げ
ん

・
田
中
訥
言
等
、
各
時

代
を
代
表
す
る
著
名
作

家
の
作
品
が
並
ぶ
。
春

草
や
大
観
の
作
も
あ
る

が
、
全
体
的
に
は
江
戸

時
代
に
活
躍
し
た
画
家

の
作
品
が
目
立
つ
。

次
い
で
昭
和
三
年
目

録
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
明
治
期
に
来
飯
し

た
二
人
の
在
京
著
名
作

家
、
富
岡
鉄
斎
と
田
能

村
直
入
の
作
品
が
多
数

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
画
の
革
新
に

尽
力
し
た
横
山
大
観
や

下
村
観
山
の
作
品
も
少

な
く
な
い
。
総
じ
て
、

�
よ
り
時
代
的
に
新
し

い
作
品
が
多
い
。

外
に
、
森
寛
斎
・
橋

本
雅
邦
・
今
尾
景
年
・

狩
野
芳
崖
・
寺
崎
広
業

・
奥
原
晴
湖
・
川
端
玉

章
・
野
口
小
蘋
・
児
玉

果
亭
・
田
近
竹
邨
・
渡

辺
省
亭
・
小
室
翠
雲

等
、
明
治
・
大
正
画
壇

に
盛
名
を
馳
せ
た
作
家

の
作
品
が
目
を
引
く
。

い
ず
れ
も
席
画
や
下

絵
、
色
紙
や
扇
面
の
類

で
は
無
く
、
想
を
練

り
、
意
を
凝
ら
し
た
本

格
的
作
品
ば
か
り
で
あ

る
。そ

の
せ
い
で
あ
ろ
う

か
。
�
に
は
（
前
回
も

触
れ
た
が
）、別
刷
り
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
『
も

く
ろ
く
』
も
あ
る
。
そ

こ
に
は
写
真
こ
そ
無
い

が
、
作
品
番
号
・
作
品

名
・
作
者
名
が
四
五
�

に
わ
た
っ
て
列
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
作

品
の
質
が
高
く
、
販
路

と
収
益
が
期
待
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
昭
和
十
六
年

目
録
で
あ
る
。
こ
れ
は

大
東
亜
戦
争
直
前
の
発

行
だ
っ
た
せ
い
か
、
前

二
冊
に
比
し
て
冊
子
が

薄
く
、
貧
弱
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
応
挙
や
抱

一
、
大
雅
や
白
隠
等
の

作
品
も
写
真
で
示
さ
れ

て
い
る
が
、
数
は
少
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ

こ
で
は
む
し
ろ
茶
碗
・

茶
釜
等
の
茶
道
具
を
始

め
、
香
炉
・
花
瓶
・
火

鉢
・
硯
箱
等
の
道
具
類

や
調
度
品
が
多
い
よ
う

だ
。以

上
、
三
冊
の
目
録

の
内
容
と
特
性
を
大
ま

か
に
見
て
き
た
。
三
種

（
三
家
）
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
が
あ
り
、
趣
味
や

時
代
の
相
違
も
窺
え
る

が
、
い
ず
れ
も
マ
ニ
ア

す
い
ぜ
ん

垂
涎
の
逸
品
が
多
く
、

美
術
館
で
も
作
れ
そ
う

な
気
が
す
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
放
出
者
の
思
い

は
さ
ぞ
複
雑
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

売
り
立
て
か
ら
既
に

八
、
九
十
年
を
経
て
、

人
々
の
美
意
識
や
芸
術

観
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
『
も
く

ろ
く
』
掲
載
品
目
に

は
、
洋
画
や
彫
刻
作
品

等
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
こ
に
当
時
の
人
々
の

価
値
観
と
美
意
識
が
窺

え
る
よ
う
な
気
が
す

る
。と

も
あ
れ
、
右
の
冊

子
は
「
信
州
の
小
京

都
」
と
言
わ
れ
た
当

時
の
飯
田
の
暮
ら
し

と
文
化
を
語
る
重
要

な
資
料
と
言
え
よ

う
。
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①に載る柳里恭（柳澤淇園）の
三幅対（鉄斎の箱）

②に載る大観の
「観瀑」（共箱）
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